およそ 縁 どお いものと なり、 硝煙と、 破壊した 艦隊の 

漂流物と、 そして おびただしい 血と 油と が、 太平洋 

一杯 を 埋めつ くす だろう。 そういう 噂が、 かなり ひろ 

く 伝わって いるの だ。 

太平洋が、 ついに その おだやかな 名 を 失う 日が 来る 

の を 嫌って、 それで 怒って いるの かもしれ ない。 

実 をい えば、 世界 各国の 汽船 は、 いまやい つ 戦争が 

まつ ま n 

勃発す るか わからな いので、 びくびく もので 太平洋 を 

渡って いる 有様だった。 

わじ ままる 

ここに 和 島 丸と いう 千 五 百 トンば かりの 貨物船が、 

いま 太平洋 を 涼しい顔 をして、 航海して ゆく。 目的地 



いた。 睡 つてい るの を 起す まで もない と 思い、 丸 尾 は 

そのまま スィッチの 切り かえ を 完了した もの だ つ た。 

ところが 丸 尾が 机のう ぇを片 づけに かかつ ている と、 

急に けたたましく 電鈴が 鳴り だした。 

スィッチ を 切り かえてから、 ものの 五分と たたない。 

遭難 船からの SOS だ！ 

局長 は、 電気に かかった ように 籐椅子から はね 起き 

た。 

きゅうなん しんごう 

救難 信号 



エス ォ— エス 

「あつ、 SOS だ」 

局長 は、 そう 叫んだ かとお もうと、 すぐにもう 器械 

のと ころへ 来て いた。 

「おい、 丸 尾。 録音 はう まく 出て いるか、 ちょっと 調 

ベ てみ たまえ」 

局長の 命令 は、 きびきびと 急所 をお さえる。 丸 尾 は 

はっと 気がついて、 さっそく 録音 盤の 廻って いると こ 

ろ をの ぞいた。 

みぞ 

「局長、 だめです。 盤 はま わって いますが、 録音の 溝 



「船長、 ただ今 SOS を 受信いた しました。 遺憾な が 

ら 電文の 前の 方 は 聞き もらし ましたので 途中から であ 

ふなぞこ 

ります が、 こんな こと を 打って きました。 ガ 船底 

ガ 大破 シ、 浸水 ハナ ハダ シ。 沈没 マデ後 数十 分ノ 余裕 

シ カナシ。 至急 救助 ヲ乞 ゥ， というの です」 

「どこの 汽船 かね。 そして 船 名 はなん というの かね」 

船長が、 聞き かえした。 

「それが どうもよ くわ かりません。 "船 名ハ " と 

まで は、 打って きました が、 その あと は 空文なん です。 

符号がない のです。 どうも 変です ね。 なぜ 船 名 をい わ 

ない のでし ようか」 



うな 

「ふ— む」 と 船長 は 呻って いたが、 

「ひょっとすると、 どこかの 軍艦 かもしれ ない。 さも 

なければ 海賊船 か。 II で、 その 遭難の 位置 は、 一体 

どこな のか」 

「その 位置 は 不明です。 もっとも SOS の 電文の はじ 

めに 打った のか もしれ ません が、 聞きの がしました。 

なにしろ 電源が よわって いるら しく、 電信 はたい へん 

微弱で、 とうとう 途中で 聞え なくなって しまったので 

す」 

「位置が 分らんで は、 救いに いけない じ やない か」 

「は あ、 そうです。 そこで さっき、 丸 Bf に SOS を 発 



遭難 船の 姿 は、 なかなか 入らなかった。 もうかれ こ 

れ 一時間になる が、 どこまで 進んでも 暗い 海ば かりだ。 

さえき こうへ い 

船長 佐 伯 公平 は、 それでも なお、 全速力で 船 を 走ら 

せる ように 命じた。 

それから 暫くた つて、 無電 室から 船長に 電話が か 

か つ てきた。 

「どうした。 なに か 入った かね」 

「はい、 今 また、 きれぎれの 信号が はいりました。 し 

かし 今度 は 遭難 地点 を つ いに 聞きと る ことができ まし 

まま まく -I とう ナヽ 

た。 〃本船 ノ 位置 ハ、 略 北緯 百 六十 五 度、 東経 三十 二度 

ノ 附近 卜思ヮ レル" と ありました」 



「なに、 北緯 百 六十 五 度、 東経 三十 二度の 附近 だとい 

うの か？ それじゃ この辺 じ やない か」 

おどろ 

と 船長 は、 おもわず 愕 きのこえ を あげた。 

和 島 丸 は、 その 電文が 真実なら、 もう 既に 遭難 地点 

に 達して いるので ある。 すると 遭難 船の 姿 を 発見し な 

ければ ならぬ ことになるが、 さて 探照灯 を 動かして か 

いっせき 

ら 見渡した ところ、 ボ ） ^一隻 浮んで いないで はない 

ゝ o 

力 

(どうも 変 だ！) 佐 伯 船長 は、 小 首をかしげた。 

「おい 局長、 こんど は、 信号の 方向 を 測って みな かつ 

たかね」 



けた。 

そして ボ— トは、 再び 本船へ かえって きた。 

船員 は、 また 力 を あわせ、 ボ ） ^を ひきあげる やら、 

いさま 

その 怪しい 筏 を ひっぱり あげる やら、 ひとしきり 勇 

しい 懸け ごえに つれ、 船 上 は 戦争の ような 有様だった。 

函を 背負った 筏 は、 船長の 前に 置かれた。 

「これ は 一体なんだろう。 いいから この 函を 開けて み 

ろ！」 

船長 は、 決然と 命令 を だした。 函は 蜜柑 函 ぐらいの 

大きさで、 その上に 小さい 柱が 出て いた。 蓋 をと つて 

みると、 意外に も 中から 小型の 無電 器械が でて きた。 



と、 船員た ち は、 その 方に 一せ いに 眼 をむ けたが、 

とたんに 誰の 顔 も、 さっと 青くな つた。 

「なんだ、 その 花輪に は、 黒い リボンが むすんで ある 

えん ギ J 

じ やない か。 縁起で もない！」 

ふき つ 

黒い リボン は、 お 葬式のと きに だけつ かう 不吉な も 

のだった。 その 不吉な 黒リボ ン が 花輪 に むすびつけて 

あるの だから、 佐 伯 船長 以下 一同が いやな 顔 をした の 

も 無理で はない。 

「ほう、 まだな にか 書いた ものが つけて ある」 

佐 伯 船長 は、 函の 底に、 一枚の 力 ー ド がお ちている 

の をつ まみ あげた。 



「探照灯 や 室の 外に もれる 明かり を 消せ。 目標と なる 

といけ ない」 

船長 は、 つづいて 第二の 号令 を かけた。 

きれ 

探照灯 は 消された。 窓 は、 黒い 布で ふさがれた。 た 

ち どころ に 灯火管制が できあがった。 やれやれと 思つ 

た 折し も、 船の 底に あたって、 ごとん と、 ぶきみな 物 

音が して、 船体 ははげ しく 揺れた。 

「あつ、 今の は 何 だ」 

) J ぅぜ ん 

船員が 顔 を 見合わせた その 瞬間、 船底から 轟然た る 

音響が きこえた。 そして 和 島 丸 は、 大地震に あつたよ 

うに ぐらぐらと 揺れた。 



力た t 

「や あ、 ひどく 傾いた ぞ。 そっちの ボ— トを 早くお 

ろせ」 

やみ 

暗の 中から、 どなる こえが きこえる。 

船 上に は、 ふたたび 探照灯が ついた。 誰か 分らない 

が、 もう 船が 沈もうと いうのに、 その 探照灯 をく るく 

る まわして、 海面 を さがして いる 者が あった。 

このような 騒ぎ を 経て、 あわれ 和 島 丸 は、 わずか 四 

分の ちに は 波に のまれて 沈んで しまった。 

海上 は、 まつ 暗で、 なにがなんだかわからない。 救 

よんせ き 

命ボ— トが 四隻、 しずかに うかんで いる。 

ごぼごぼ ど— んと、 うしろで はげし い 音が したが、 



ると しか 見えない。 

こころ う 

「船長、 試 みに あの 船 を 撃って みて はどうでしょう か。 

い つちよう 

ここに 一挺 小銃 を 持って きています」 

小銃で 幽霊船 を 撃って みる か。 それ もい いだろう。 

しかし 万一 あれが 本当の 幽霊船で なく、 どこかの 軍艦 

でで もあった としたら、 そのと き はこつ ち はとんだ 目 

にあわなければ ならな い。 

「まあ 待て。 決して 撃つな」 

船長 は、 はやる 船員 をお さえた。 そのと き 第二 号の 

ボ ー トが 船長の のって いる 第一 号艇 にち かづいて、 し 

きりに |n 号 灯 を ふ つてい る。 



幽霊船 か、 そうでな いか。 II たしかに 鉄板の 張つ 

て ある 船ら しいが、 誰も 出て こない と はどうし たわけ 

だ。 

そのうちに、 怪船は 船足 を はやめて、 ボ— ト隊 から 

全く 見え なくなって しまった。 なんだか 狐に 鼻 をつ ま 

まれた よう だ。 

船長 は 無言で 考えに ふける。 洋上に 風 はだん だん 吹 

きつける。 

四 艘のボ —トの 運命 はどうなる のであろう か。 



ふうろう 

風浪 あらし 

船腹が 青白く 光る 無灯の 怪 汽船 は、 闇に まぎれて ど 

こかへ いってし まった。 あとに は、 四隻の 遭難 ボ ー ト 

が、 たがいに 離れまい として、 闇の 中に 信号灯 を ふり 

ながら 洋上 を 漂 つ て ゆく。 風が 次第に 吹き つのって 

くる。 ボ— トの 揺れ はだん だんと 大きくなる。 

第一 号艇に は、 佐 伯 船長が じっと 考え こんでいた。 

(一体 どうしたと いうので あろう。 難破船が あると い 

う 無電に よって、 人命 をす くうた め 現場まで いってみ 



せんえい 

れば、 それらし い 船影はなくて、 〔#「」 は 底本で は 「。匕 

あの 不吉な 黒 リボンの 花輪が 漂って いた。 とたんに 魚 

雷の 攻撃 をう けて、 口惜しく も 本船 はたく さんの 貨物 

とともに 海底 ふかく 沈んで しまった。 それから ボ ） r 

にの つて 洋上 を 漂って いると、 そこへ あの 恐し い 無灯 

の 汽船 だ。 なぜ 本船 を 沈めなければ ならなかった か。 

そして 本船の 敵 は、 一 体な に 者だろう か) 

どう 考えて みても、 その わけが 分らない。 それ は洋 

上で 会った 災難で、 和 島 丸で あろうと 他の 船であろう 

とどれ でもよ かった の だと すれば、 なんという 不運な 

出来 ごとだろう。 



ふくめん 

船長が、 とつお いつ、 覆面の 敵に 対して このの ち ど 

うしようかと、 思案に くれていた とき、 そばに いた 古 

くらやみ 

谷 局長が、 暗闇の 中から 声をかけた。 

「船長、 風浪が はげしく なって きて、 他の ボ— トがだ 

ん だん 離れて ゆく ようです。 このまま では、 ばらばら 

になる かもしれ ません」 

「おおそう か」 

船長 は、 はっと 顔 を あげて、 洋上 を 見 まわした。 な 

る ほど、 他の ボ —„ ^について いる 信号灯が、 たいへん 

小さくな つたよう だ。 そして その 灯火が 上下へ はげし 

く 揺れて いる。 



まひがし 

「うむ、 これ はます ます 荒れて くる ぞ。 針路 を 真東に 

とる こと は 無理 だ。 無理に それ を やる とボ ー トが 沈没 

してし まう し、 船員が 疲れ切って 大事 を ひきおこす 危 

険が ある。 よし、 古谷 局長、 風浪に さからわぬ ように 

して 夜明け を まつこと にしよう。 他の ボ —„ ^へ、 それ 

を 知らせて くれ」 

船長の 言葉に 従って、 古谷 局長 はすぐ に 信号灯 を 

ふ つ て 他の ボ — „ r へ 信号 をお く つ た。 

その 信号 は、 どうやら こうやら、 他の ボ — „ ^へ も 通 

じたら しかった。 

それ を 合図の ように、 洋上 を ふきまくる 虱 は 一 冒 は 



げし さ を 加えた。 ど ー んと、 すごい 物音と ともに、 潮 

が ざ ざ ー つ と 頭のう えから 滝の ように 落ちて くる。 

「おい、 手の 空いて いる 者 は、 水 を かい 出せ。 ぐずぐ 

ずして いると ボ —1 ^は ひ つ くりかえる ぞ」 

船長 はぬ かりなく 命令 をく だした。 

生か 死 か。 ボ— トの 乗組員 は、 いまや 全身の 力 を 傾 

けて 風浪と 闘う ので あ つ た。 

死んだ ような 洋上 



彼 は 一 時間 もす るとば つ と 眼 を さました。 

「やつ、 不覚に も睡 つてし まった。 こいつ はいけ ない」 

船長 は 眼 を こすりながら、 艇内を 見 まわした。 誰も 

彼 も 死人の ような 顔 をして いる。 

空 は、 うすぐも リだ。 まだ 天候 回復とまで は ゆかな 

い。 だから 油断 は 禁物で ある。 

「そうだ。 他の ボ — ！ ^はどうしたろう」 

船長 は、 眼 を ぱちぱ ち させながら、 洋上 をぐ るつ と 

見 わたした。 だが 求める ボ— トの影 は、 どこに も 見え 

なかった。 

「おい、 古谷 君 起きろ！」 



そば たお 

船長 は、 傍に 仆れ ている 無電 局長の 身体 を ゆすぶつ 

た。 

局長 は、 びっくりして 跳ね起きた。 

「おい、 とうとう 他の ボ J ^と はぐれて しまった らし 

い、 それとも 君に は 見える かね」 

さんせき 

「えつ、 他の ボ— トが 見えない のです か。 三隻 とも 見 

えません か」 

局長 はお どろいた らしい。 船長が 望遠鏡 を わたす と、 

彼 は それ を 眼に あてて、 水平線 をい くど も 見 まわした。 

「どう だ、 見える か」 

局長 は、 それに 対して 返事 もせず、 その代りに 望遠 



「ああ 夢だった か。 俺 はま だ 風浪と 闘って いる 気がし 

ていたが …… 」 

風浪 は ffl いだ。 だが 風浪よりも わるい ものが、 彼等 

を 待って いるの だ。 

それ は 飢と渴 とであった。 いや、 飢 より 渴の 方が は 

るかに 恐ろしい。 雲 はだん だん 薄くな つて、 熱い 陽 ざ 

しが じりじりと ボ ） ^のうえ へさして きた。 この 分で 

たる 

は、 飲料水の 樽 は、 すぐから になる だろう。 

「船長、 漕がなくても いいので すか」 

「うむ、 一 一 三日 はこの まま 漂流 を つづける 覚悟で い ザ J 

う。 そのうちに、 なに かいい ことが 向こうから やって 



陽から 遮 る ことができる ようにな つ た。 

きれ 

「もうす こし 布が あれば 帆が 作れ るんだ がな あ」 

「だめ だよ、 どっちへ いっていい かわからない のに、 

帆 を 作った つ て 仕様がな いじ やない か」 

そんな こと を いいあう の も、 日蔽 いのお かげで、 船 

員た ちが 元気に なった 証拠であった。 

それ は 正午に 近い ころだった。 

貝 谷と いう 船 内で 一番 元気な 男が、 とつぜん 大声で 

わめいた。 

「おい、 ボ— トだ！ あそこに ボ— トが 浮いて いる」 

「えつ、 ボ ） ^か」 



「和 島 丸の ボ —， ^だろう か。 どこ だ、 どこに 見える」 

貝 谷 は、 小手 を かざして、 東の 方 を 指さした。 

今まで なぜ 気がつかなかった と 思う くらい、 手近か 

い つ せき 

なと ころに 一隻の ボ— トが、 うかんで いた。 

「お— い、 和 島 丸の ボ— ト」 

「お— い、 一号 艇 はこ こにいる ぞ」 

わめ 

一 号艇の 乗組員た ち は、 こえ を かぎりに 喚き、 そし 

てせ つかく 張った 日 蔽ぃを はねのけながら 手 を ふった。 

「へんだ な、 応答 をし ないじ やない か。 こっちの 呼ん 

でい るのに 気がつかな いのかしらん」 

そのと き、 佐 伯 船長が いった。 彼 は 望遠鏡 を 眼に あ 



だ。 

せっかく 身ぢ かに 発見した 僚艇 が、 このような 有 

様な ので、 一号 艇 上に 指揮 をと る 佐 伯 船長 以下 二十 三 

名の 船員た ち は、 いいあわせ たように 不安な 気持に 顔 

をく もらせて いる。 

「さあ 漕げ、 もうす こし だ。 お 一、 二」 

船長 は 船員た ちに 力 をつ ける。 

ボ— トは、 海面 を 矢の ように 滑って ゆく。 

船長 は、 ボ— ト のうえ に 望遠鏡 を はなさない。 その 

傍に いる 無電 局長の 古谷が 気が つ いたと き は、 望遠鏡 

S る 

を 握る 伯 船長の 捥が、 なぜか ぶるぶると 慄 えていた 



のであった。 

「船長、 ボ —„ ^の 中に なにが 見えます？」 

「うむ」 

佐 伯 船長 は、 望遠鏡 を 眼から ひき 離す ように 下ろし 

ためいき 

て、 ほっと 溜 息をついた。 それ はまる で 悪夢から さめ 

た 人の ようであった。 船長 は、 なに かしらな いが、 ボ— 

トの 中に 思いがけな いもの を 発見したら しいので ある。 

「船長、 なにが 見えました か」 

局長に さいそく されて、 船長 は、 いま はもう 仕方が 

ない と あきらめ たように、 

「おう、 皆よ く 聞け。 わし は 望遠鏡 をと つて、 あそこ 



しさい 

に 漂流す る 二号 艇ボ ー トを 仔細に 見た の だ。 ところが、 

前に わし はボ ー ト のうえ に 櫂 もなければ、 人影 もない 

といった が、 いまよ く 見て みると、 ボ —， ^の 中 は、 全 

然空 つぼではなかった」 

船長 は、 わざと まわりくど いいい 方 をして いるよう 

であった。 

「で、 なにが 二号 艇 内に 見える のです か。 船長、 はや 

くいつ てくだ さい」 

「血 だ、 血 だ！ 二号 艇 のなか は、 血 だらけ なんだ」 

「え つ ！」 

船員た ち は おどろきの あまり、 思わず B の 手 を ゆる 



艇は、 もう 手 をのば せば 触れん ばかりの 近くに あった。 

彼等の 眼 は、 電光の ように 早く、 二号 艇 のうえ におち 

た。 

「あつ。 ひで えこと になって いら あ」 

「おお、 これ は 一 体 どうした というわけだろう？」 

ち き 

「あ、 あんなと ころに 千切れた 腕が」 

一 一号 艇 のなかの こと を、 どのように 書き つづれば い 

さんじょ う 

いであろう か。 あまりの 惨状に、 書き あらわす 文字 

を 知らない。 

とにかく 艇内 は、 血し ぶきで 顔 を そむけたい ほどの 

惨状 を sj していた。 満足な 身体 を もった 人間 は、 ただ 



「これ は、 遭難し て 漂流 中、 仲間 同志 で 喧嘩した のじ や 

ありま せんか。 そこで、 ジャック. ナイフで たがいに 

渡りあって、 こんな ことにな つた！」 

船員の 一人が、 この ひどい 光景に 説明 を こころみた。 

も つ ともな 考え方で あ つ た。 

だが 船長 は、 すぐ それに 反対した。 

「いや、 ちがう。 それ はちが うだろう」 

「でも、 そうとし か 考えられません ね」 

「たしかに それ はちが う。 第一、 われわれの 仲間が こ 

んな ひどい 殺人 合戦 を やる と は 考えられない。 第二に、 

もし そんな ことがあった としても、 人骨ば かりにす る 



「おお、 これ は 丸 尾が 書いた もの だ」 

船長が、 びっくりした ようにい つた。 

「うむ、 これ はたい へんな ことが 書いて ある。 —— 

4 幽霊船』 ニチ カヨ ルナ。 ヮレ ラハ" ちえつ 残念！ 

その あとが 破れて いて 分らない。 次の 行に なって "ハ、 

人間 ヨリ モ恐 ロシイ， で、 また あとが 切れて いる」 

幽霊船に 近よ るな、 吾等 は …… ？ 人間よりも おそ 

ろしい …… ？ —— これが、 丸 尾 技士の 遺書だった。 

「さあ、 どういう 意味 だかよ くわから ない が、 —— 」 

と 船長 はいって、 「とにかく、 幽霊船に 近よ るな、 人間 

よりも 恐ろしい 奴が いる ぞ、 注意し ろ と、 こうい 



うわけ なんだろう。 丸 尾 は、 われわれ を 助けよう がた 

めに、 こんな 身体になる まで 頑張つ たんだ。 なんて 勇 

しい 男だろう」 

船長 は、 おもわず 感嘆の こえ を 放った が、 それ は 他 

の 二十 三 名の 乗組員 だれもの 想いでも あった。 

それ は それでい いとして、 その 次に、 この 二十 四 人 

の 生残り の 船員た ちをひ どく 脅 かす ものが 残つ て い 

た。 "人間よりも 恐ろしい— パ という 文句が、 一体なに 

を さしてい つてい るかと いう ことであった。 

幽霊船 だから、 人間より 恐ろしい 奴と いうの は、 幽 

霊の ことなの であろう か。 いやいや、 幽霊な どと いう 



二号 艇には 職がなかった が、 一号 艇に はぎつ しり 人 

がの つていた ので、 その 一部が 二号 艇に のりうつる こ 

とに した。 

古谷 局長と、 貝 谷と いう 射撃のう まい 船員と、 その 

ほか 六 名の 船員が のりこんだ。 こうして 二手に わかれ 

ただよ 

て、 また 海 を 漂う ことにした。 

二号 艇 へのり こんだ 古谷 局長 は、 一同 を さしずして、 

艇 内の 血 を 洗ったり、 僚友の^; 骸の 一部分 を片 づけた 

りした。 そのうちに 太陽 はだん だん 西の 水平線に 傾き、 

大空 一 杯に、 豪快なる 夕 焼が ひろがった。 

「どうも、 あの 雲が 気になる ね」 



灰色の 壁の ような 雨脚の 中に、 一 隻の 巨船が 音 もな 

く 滑って ゆく。 二三 百メ J ^ルの 近くであった。 まさ 

しく 幽霊船 だ！ 

逃がすな 幽霊船 

幽霊船に ゆき あう の は、 これで 幾度 目であろう か。 

たしか 和 島 丸が 撃沈 せられて、 一 同が 四 艘のボ —トに 

乗じて 海上への がれた とき、 この 幽霊船が とおった。 



それから これで 一 一度 目で ある。 

はじめの とき は、 幽霊船に 一発 弾丸 をお くって みた 

だけで、 そのまま なにもし なかった。 だが、 きょうは 

幽霊船 を 別な 目で みる！ 

なぜと いって、 行方不明 になった 丸 尾 無電 技 士の手 

首が 発見され、 その 掌の 中に、 ただごと ではない 手紙 

が 握られて いたので ある。 ことに" 幽霊船に 近よ るな， 

と あるから に は、 この 幽霊船 は 丸 尾た ち 元の 二号 艇の 

乗組員に 対して、 なに か おそろしい 危害 を 加えた もの 

と 思われる。 一体 彼等 は どんな おそろしい 目にあった 

のか。 そして 彼等 は 一体 どこへ いってし まった のか。 



た。 それほど 彼等に とって、 幽霊船 は 憎い 存在だった 

ので ある。 

「船長、 私 を あの 幽霊船へ やってく ださい。 私 は 仲間 

が、 どうして 殺され たかをよ く 調べて くるつ もりです _ 

きっと 秘密 は、 あの 船の 中に あるので す」 

「わし もやって くだせえ よ。 船長さん。 丸 尾 はいい 青 

年で、 わしに 親切に して くれた。 ここで わし は 丸 尾の 

ために 仇 をうた なくち や、 生きながら えてい るの がつ 

らい」 

あっちから もこつ ちから も、 船長のと ころへ 幽霊船 

探険 を 志願す る ものがた くさん 出て きて、 佐 伯 船長 も 



「いまから 命令 を 出す。 古谷 局長 を 隊長と し、 二号 艇 

の 全員 は 探険 隊 として、 直ちに 出発！ 一 号艇 は、 予 

備隊 としてし ばらく 海上から 幽霊船の 様子 を 見て いる 

, とに する」 

それ をき いて、 悦ぶ 者と、 不満の 舌う ち をす る 者。 

「これ、 さわいで いる 場合で はない。 ぐずぐず してい 

るう ちに 幽霊船が 遠くへ いってし まう ぞ。 おい、 二号 

艇、 すぐ 出発 だ！」 

決死の 探険 隊 



と、 また 懸け k がいさ ましくな つた。 

「そこ だ。 しっかり 漕げ。 貝 谷、 銃を構えて いろ。 I 

I そこで この ボ— トを 幽霊船の 船尾に ぶらさが つてい 

る緦 梯子の 下へ つける。 おれが のぼったら、 お前た ち 

も あとから ついての ぼれ」 

やがて ボ ー ト はぐん ぐんと 幽霊船の 下に 近づいて 

さび 

いった。 見上げる ような 巨船 だ。 すっかり 鯖が 出て い 

るう えに、 浪に 叩かれて か、 船 名 さえ はっきり 読めな 

い。 しかしと にかく 外国 船で ある こと はたし かで ある- 

な にしろ 驟雨 はま だお さまらず、 波浪が 高い ので、 

ボ ー ト はいくた びか 幽霊船に 近づきながら、 いくたび 



段 を ま つ し ぐらに 龃け あがる 

た ま 

ヽ、， -田 ヽ 単 hf 



甲板へ 出て みると、 そこに は 想像した 以上の、 たい 

へんな 光景が 展開して いた。 古谷 局長の つれてき た 二 

号艇の 連中が、 檣の 上に 鈴な リ になって 、しきりに 下 

を 向いて 喚いて いる。 

「あつ、 局長。 いますい ます、 猛獣が 五六 頭い ます」 



「でも 局長。 あと 弾丸 は 五 発あります から、 弾丸の あ 

る だけ 撃つ てみ ましょう」 

貝 谷 は、 もう 覚悟 を きめていた。 

「待て！ 五 発の 弾丸 を 撃った あと を 考える と、 そう 

簡単に 撃つ わけに いかない ぞ。 弾丸が なくなれば、 わ 

れ われ もまた、 この 汽船の 乗組員と 同じ 運命に 陥って、 

猛獣に 喰われて 白骨になる ではない か。 撃つ の はしば 

らく 待て！」 

猛獣 は、 ものすごい 声 を あげて 咆哮す る。 どれ もこ 

れも、 腹が へって いるら しい。 この 咆哮に つれて、 檣 

の 下に は 刻々 と 猛獣の 数が 殖えて ゆく。 (ふ ー ん、 一 



体 この 船に は 何十 頭の 猛獣が いるの かしら) と 貝 谷が、 

溜息と ともに 眩いた。 檣の 下に は、 今や 少く とも 九 頭 

ひょう 

か 十 頭の ライオンと 豹が 集って いる。 和 島 丸の 船員 

たち は、 檣の 上に しがみついた まま 生きた 色 もない。 

貝 谷 は、 積み あげた 口 ップの 蔭から、 猛獣の 動静 を 

じ つ と 見守 つてい る。 

その後で、 古谷 局長 は、 しきりに 智慧 をし ぼって い 

たようで あつたが、 「そうだ、 いい ことがある！」 と 叫 

んで、 貝 谷の 肩 を 叩いた。 

えじき 

「とにかく、 このまま では、 猛獣の 餌食になる ばか リ 

だ。 おい、 貝 谷。 おれ はこれ から、 船 内へ 入って、 銃 



きりに 拾いだ した。 

「なに を 探して いるんで すか」 

「無電 を 打った その 記録 書 を 探して いるの さ。 はたし 

て 例の SOS 信号 をう つたの が、 この 幽霊船 か、 どう 

か を しらべ てお く 必要が あるの だ」 

古谷 局長 は、 まもなく 数十 枚の 貴重な 記録 書 を 拾い 

あげた。 

「これ だけ 集った が、 SOS 信号の もの は 一枚 もない。 

それば かり か、 この 汽船 は、 今日で もう 二十日 間 も 一 

本の 無電 も 打って いないの だ」 

「二十日 間 も、 一本の 無電 も 打って いないと いうと… 



本当に、 よく 生きて いたね。 一体、 これ はどうし たの 

ゝ I 

力」 

「いや、 これに は、 たいへんな 話が あるので す。 しか 

し、 猛獣 は、 どうしました。 ライオン だの 豹 だのが、 

この 船に は、 たくさん いるので す」 

「それ はもう 皆、 やっつけて しまった」 

「えつ、 やっつけて しまった。 本当です か。 じ や 安心 

していいで すね。 ああ、 よかった」 

と 丸 尾 は 胸 を とんとんと 叩いた。 

「猛獣 狩 は、 もう すんだ から、 心配な しだ。 それより 

も、 お前の 方の 話と いうの は ：：： 」 



くり、 話 をき こう」 

と、 古谷 局長が いえば、 丸 尾 は、 大 ごえ を あげなが 

ら、 元の 暗がりへ、 とびこんで いった。 

かたく 閉 された 船 内から は、 幽霊が 出て くる か、 そ 

れ とも 猛獣が とびだし てく るかと 思われた のに、 その 

予想 を うらぎって、 思いがけな くも、 丸 尾た ち 生存者 

を 発見して、 古谷 局長 以下 は、 たいへんな よろこび か 

ん J ,v "つた。 

早速、 貝 谷 を 上甲板へ やって、 海上に 監視 をつ づけ 

ている 佐 伯 船長に しらせる ことにした。 貝 谷 は、 統を 

ひっかつ いで、 上甲板へ、 かけのぼった。 



「おい、 お— い」 貝 谷 は、 ボ— トを よんだ。 

「お— い、 どうした？」 ボ— ト から は、 待って いまし 

たとば かり、 直ちに 応えが あった。 

「すばらしい 発見 だ。 和 島 丸の 船員が、 この ボルク 号 

ひとく じゅう 

の 中に いた。 人 喰い 獣 は、 もう 全部 やっつけた！」 と、 

貝 谷 は、 旗の ない 手旗信号で、 おどろくべき ニュ ー ス 

を 知らせた。 

ボ — „ ^の 中で も、 よほどお どろいた ものと 見え、 両 

手 を あげて よろこびの 万歳であった。 これから、 しば 

らく は、 貝 谷と ボ J ^との 間に、 しきりに 信号が 交換 

された。 そして 佐 伯 船長の 乗った ボ— トは、 ボルク 号 



の 方に、 漕ぎ よせてき た。 

「奇蹟 だ。 信ずべ からざる 奇蹟 だ」 佐 伯 船長 は、 つぶ 

やきながら、 タ ラップ をの ぼって 来た。 

「おお、 丸 尾 か。 よく 生きて いたのう。 おう、 矢 島 も 

川 崎 も 藤 原 も、 よく まあ 無事で いたな あ」 

そこで、 船長と 生残り の 船員と は、 ひしと 抱き あつ 

て、 よろこびの 涙 を 流した のであった。 

「船長、 丸 尾の 話に よって、 なにもかも、 すっかり 分 

リ ました ぜ」 

「なにもかも というと、 この 幽霊船の ことかね」 

「船の こと はもち ろん、 咧の 怪しい SOS の 無電 信号 



どこから ともなく、 異様な 唸り ^ え をき いたかと 思う 

やみ 

と、 いきなり 暗の 中から、 大きな 獣が とびだし てきた 

きも 

のに は、 胆を つぶしました。 私たち は、 死に もの 狂い 

で、 獣と たたかいました。 しかし こっち は、 もうさん 

ざん つかれ 切って いると ころ だし、 獣の 方 は 腹が減つ 

ている ものと みえ、 ますます あれ 狂って、 とびついて 

くるので した。 そのうちに、 獣の 数 は、 ますます 殖え 

きたに 

てきました。 そしてと うとう 仲間の 一 人 木 谷が、 

やられて しまった のです。 すると 獣 は、 たおれた 木 谷 

に とびついて いきました。 木 谷 を 助けようと 思った の 

です が、 とても 駄目でした。 そのと きの 恐ろしい 光景 



りに いくこと も 出来ず、 もし 出れば、 すぐさま 眼 を 光 

らせ鼻 を うごめかせ ている 獣に 飛びつ かれる ものです 

から、 やむ を 得ず、 ここに 空き腹 を 抱えて、 我慢 をし 

ていたの です。 そのうちに、 すっかり 疲労と 衰弱と が 

来て しまって、 もう 一歩 もた て なくなつ たといい ます- 

何しろもう あれから、 三 週間 近くになる そうです から 

ね」 

「三 週間。 そうだろう。 その 位になる はず だ。 無電 日 

記 を 見て、 私 は 知っている」 

と、 古谷 局長 は、 いった。 

「一体、 どうして この ボルク 号の 中に、 猛獣が あばれ 



「なるほど、 そうかね。 聞けば 聞く ほど、 たいへんな 

事情 だな あ」 

「ボルク 号の 船員 をいた わって いると ころへ、 どこか 

らは いこんで きたの か、 矢 島が はじめに、 機関室へ 迪 

りつき、 ついで、 川 崎と 藤 原と がー 緒に、 とびこんで 

きました。 そして 機関室に は、 にわかに 人が 殖えた の 

です。 それだけに、 食う ものに 困って しまいました」 

「そうであろう」 と 船長 は、 同情の 眼で、 丸 尾た ち を 

見 まも つ て、 

「ところで、 あの SOS の 筏 は、 何者が 仕掛けた のか 

ね。 あの 黒い リボンの ついた 花環 をつ けて 筏に のって 
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